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 １０月中旬に、日本棚田百選の一つの静岡県浜松市引佐町の久留女木（くる

めき）の棚田に、刈り取りの時期に合わせて訪れることが出来た。

 

 

 

 浜名湖へ流入する都田川上流部東側に位置し、標高は２５０ｍ程度で総面積

7.7ha（うち作付け面積 4.0ha）の大棚田が周囲の山々と調和し広がっている。

ただし、棚田の枚数は約８００枚なので１畝にも満たない数々の棚田群である。

 
全てが耕作されているわけではなく、手前が毎年耕作、右奥が昨年あたりから休耕、左の

藪は２年以上前から休耕。 

 

 

 この棚田の歴史は平安～室町に起源するといわれ、久留女木の地名も、当時

この地を切り開いた行基に由来するとの説もある。水源は、付近の観音山（標

高５７５ｍ）からの年中絶えることのない湧き水で、約７町歩の棚田の一番高



い所から潤すには十分な水源となっている。この豊富な水源を使って棚田特有

の傾斜地という条件ながら、先人の高度な土木技術と努力によって今まで支え

られてきている。 

 

 

 今回の取材では、どのような営々たる工夫・努力により、棚田維持の活動が

継続してきているのかを探ることにした。 

 
 

  

 まず、１つ目のポイントとして、静岡県農地保全課のバックアップが挙げら

れよう。「しずおか 棚田・里地クラブ」としてインターネットなどを通じてサ

ポーター会員を募り、県内の１０程の棚田の各タンク保存会を束ね、田植え、

刈り取りや収穫祭などの各イベントを幅広く紹介している。現在の会員数は約

２６０名とのことであった。 

 
 

  

 ２つ目のポイントとして、このクラブには、ボランティアとも呼べるコーデ

ィネーターがおられる。今回お会いしたコーディネーターのＯさんは、設計事

務所勤務との二足の草鞋であるなか、全く自発的な動機で、精力的に県内の各



棚田を回られているとのこと。何かの傭われ人的なものではなく、自分のため

というモチベーションで動いてるコーディネーターの存在が重要なキーだと思

われた。 

 

 
 

 

 ３番目のポイントとしては、今回、棚田の所在地も重要と思われた。全国的

に、棚田は交通に不便な所にある。当地もここ１０年間で廃校になった小学校

の近くにあり、人里離れた所ではあるものの、第２東名の浜松いなさ IC から１

０Km ほどの所に位置する。農家さんから個別に借りた棚田に、なんと、東京か

ら隔週ぐらいの頻度で通っている方もおられた（・・・驚愕）。 

 

郊外から車で乗り付け刈り取りに来ている若者ら。 

 

 

 以上の３点のポイントをまとめると、県のバックアップ、熱心なコーディネ

ーターの存在、「所在地」にも比較的恵まれていることが、棚田の存置を支える

原動力といえそうだ。 

 棚田を支えるボランティアは、前述したように、クラブを通じての個別支援



の外に、クラブなどを通じないで個別の「相対」で農家から棚田を借りた方に

よる支援もあるようだ。 

 

 棚田の作業に出向いた個別のボランティアには、特段の恩恵（収穫米や特産

物の贈呈など）は一切無いが、浜松市内からも近く、この「地の利」に支えら

れて、ここの棚田の維持活動は将来に亘って継続されていけそうな印象を受け

た。 

 なお、棚田を守るために、維持活動のボランティアを動員するような方策は

一切行っていないとのことであった。いわゆるボランティア動員型の維持活動

は、コーディネーターの大きな負担を招く。当地ではそれを敢えてやってない

ところに、コーディネーターたちがここに根付いている理由があるのではない

かと思えた。これは、息の長い支援型の維持活動が継続される４つ目のポイン

トに挙げても良いだろう。 

 

 

 
静岡県や浜松市職員の手伝いは多いが、クラブ通じてのボランティアは当日は２名であり、

登録者数２６０名を勘案すると少ない。 
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